
【取組内容】 「学習者の自立」を目指した授業改善

北海道帯広柏葉高等学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

Action① 学習者が能動的に学び続けるための
単元をデザインする。

【単元デザインのポイント】

○ 単元の冒頭に、学習者が「大まかな」活動
内容等の提示を受け、単元の見通しを持つ場
面を設定する。
→授業者は「学習の手引」（図１）により提
示する。

○ 学習者が、自分に最適な学習活動や、学習
方法を選択・判断し、決定する場面を設定す
る。

○ クラウドで共有されているデータや直接的
なやり取りを通して、他者の進捗を参考にし
ながら学びを進めたり、自分の考えをまとめ
たりすることを指導する。

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）が示す「自立した学習者として学びに向かう生徒の
姿が実現することを目指す」という観点に加え、本校がグラデュエーション・ポリシーに掲げる「多面的な
知識・技能を主体的に習得する力及び様々な課題に対して自ら的確に考察・判断し、表現する力を育成す
る」という観点から、以下の授業改善アクション・プラン①～③を設定し、学校全体で共有した。

図１（学習の手引）



Action② ICTの強みをいかし、学習者が能動的に学び続けるための環境を調整する。

【環境調整のポイント】

○ １人１台端末とクラウドを積極的に活用
し、協働的な学びの活性化を図る環境を整
える。

・非同期分散で他者の考えや学習方法を互
いに把握できる環境（写真１）

・学習者同士が情報を共有しながら、プレ
ゼンテーション資料等を共同で編集でき
る環境（写真２）

写真１（地歴科） 写真２（国語科）

Action③ 能動的に学び続けたプロセスを省察させる。

【省察（モニタリング）のポイント】

○ 単元末に、学習者が「何を学んだのか（内容）」だけでは
なく、「どのように学んだのか（方法）」についても振り返
る（図２）ことができる場面を設定する。

・学習者が選択・決定した「学習内容及び方法」や「他者と協
働する目的、タイミング、相手」について、判断した理由を
説明させたり、効果を検証させたりする。

・学習者が、振り返りを（次の単元など）今後の学びに生かせ
るようにする。

○ クラウドを活用して、他者の省察内容を参照できるように
する。

図２（モニタリング・シート）

北海道帯広柏葉高等学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】



【取組内容】 教育課程全体を通じた情報活用能力の育成

北海道帯広柏葉高等学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

目 的

取組の流れ

教育課程全体を通じて情報活用能力
の育成を図る

① 情報活用能力に関する意識
調査の実施（１回目）
＊対象：第１学年

②/ 各教科等における取組の
設定

③/ ②を踏まえた授業実践

④/ 情報活用能力に関する意識
調査の実施（２回目）

⑤ ④を踏まえた授業実践の

方向性等の修正

⑥ 情報活用能力に関する意識
調査の実施（３回目）

⑦ 各教科等における次年度の

取組の検討

【工夫①】
・生成AIの活
用に関する
調査と併せ
て実施

【工夫③】
・ 年度内に複
数回測定を
実施し、授
業実践の方
向性を検討

【工夫②】
・ 高等学校学
習指導要領
に示  されて
いる「情報
活用能力」
を各教科等
で改めて整
理し、指標
を設定

情報活用能力調査様式のダウンロードはこちらをク
リック

調査の実施

各項目について、４段階
で評価

＊ は本報告で取り扱う内容

調査項目の一例

インターネットを使って情報を収集する。

コンピュータを使ってデータを分析し，グラフなどに表す。

コンピュータを使って図や表に情報をまとめる。

コンピュータを使って文章を作成する。

図書館で情報を収集する。

調べたことや考えたことを発表するためにコンピュータを使う。

コンピュータを使ってプログラムを作成する。

調べたことや考えたことを共有するためにコンピュータを使う。

学んだことや学んだ成果を記録するためにコンピュータを使う。

コンピュータを使ってプレゼンテーションを作成する。

各教科の取組内容を設定

１回目の意識調査の

結果をもとに、各教

科で情報活用能力を

育成するための取組

内容を検討

全教科での取組にするこ
とで、「学校全体で情報
活用能力を育成する」と
いう意識を全教職員で共
有

＊⑥、⑦は報告書以降の取組

＊情報活用能力調査の一部で生成AIに関する意識調査

を実施（様式Ⅲ-B1を参照）

https://forms.gle/JkC5UV96Xu3BoAnG7
https://forms.gle/JkC5UV96Xu3BoAnG7


【取組内容】 教育課程全体を通じた情報活用能力の育成

北海道帯広柏葉高等学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

各教科の取組の様子

コンピュータでデータを分
析するとともに、その結果を
他者と共有し、個人の学びに
還元する

情報収集した内容を共有し、
他者参照しながら、自身の考
えを深める

生成AI等の活用により、多く
の視点を取り入れ、自身の学
びを探究する

４ クラウドサービスのファイル共有や共同編集を含め、多くの機能を理解し、
効率的に活用できる

３ クラウドサービスの基本的な使い方や機能を理解し、自ら学習に活用して
いる

２ クラウドサービスの基本的な使い方や機能を理解し、提示されたファイル
（ドキュメントやスプレッドシート、スライドなど）について簡単な操作
ができる

１ クラウドサービスの基本的な概念や使い方が分からない

課題を発見・認識するための情報収集について

４ Webサイトや論文、文献などの複数
の情報源に加え生成AIとの対話によ
り収集している

３ 複数のWebサイトや論文、文献など
複数の情報源から収集している

２ 複数のWebサイトから収集している
１ １つの情報源のみから収集している

プレゼンテーションの場を自ら設定する場合について
４ 伝達事項を聴講者に適切に伝えるた

めに、場の設定を含むプレゼンテー
ションを効果的に行える

３ プレゼンテーションの場を設定し、
聴講者に伝えたいことを概ね伝えら
れる

２ プレゼンテーションの場を設定する
ことはできるが、伝達事項が不十分
なことがある

１ プレゼンテーションの場を設定する
ことが難しい

調査結果 ＊結果は一部であることに留意

DOWN

７．８p

１回目 ２回目

結果の分析

○ 各教科での活用が進み、共同編集機能などの活用が促進されたことに
より、学習者はクラウドサービスを活用する意識を高めた。

○ 生成AIに関する学習の効果もあり（様式Ⅲ-B1参照）、学習者は複数の情報
元を活用して分析する意識を高めた。

○ 「コンピュータを使ってプログラムを作成する」や、「調べたことや
考えたことを共有するためにコンピュータを使う」などの項目は、既に
高い結果であった。

ＤＯＷＮ

3.9p

１回目 ２回目

１回目 ２回目

UP

1０．１p

今後の取組

クラウドサービスの活用について

情報活用能力向上のためのデジタルリテラシー研修や、実務に即した
プログラミング・データ分析スキル向上の機会を提供することで、さら
なるスキルの底上げが図られるよう、各教科で継続する取組や改善する
取組などを精選していく。



科目：英語コミュニケーションⅠ
単元：What are the qualities of a good leader?
概要：「理想のリーダーの資質」について、前時までに実施

した海外の高校生との意見交流を踏まえ、複数のゲ
ストに対して発表したり、質疑応答などの即興性の
あるやり取りを行ったりすることを通して、英語に
よる表現力を高めるとともに、自分の考えを深める。

【取組内容】 地域人材の参画をオンラインと対面のハイブリッド方式で実現

北海道帯広柏葉高等学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

授業（外国語）の概要

授業の構成

① 思考の共有
・学習課題に対する自身の考えをグループで

共有する。

② 意見交流①
・海外の高校生と教育用オンライン掲示板

を活用して、テキストや動画で意見を共有
し、価値観の違いを認識する。

③ 思考の深化
・教科書を通して、リーダーシップへの理

解を深め、考えをブラッシュアップする。

④ 意見交流②・自分の考えの整理
・ブラッシュアップした考えを、海外の高

校生とオンライン会議で共有し、新たに
得た気付きを踏まえスライドにまとめる。

⑤ 表現力の向上
・グループごとに海外出身のゲストに対して、

自身の考えをプレゼンし、英語による表現
力を高めるとともに、自己の考えを深める。

【工夫①】
・自分の考えが、単
元全体を通してど
のように深まり、
変容したかを意識
させる

【工夫③】
・生成AIを活用し、
自分の意見に対
する反論を複数
の視点から得る
ことで、発表内
容により説得力
をもたせる

【工夫②】
・意見交流の機会を
複数回設け、プレ
ゼン後にゲストか
らフィードバック
をもらうことで、
自身の考えのブ
ラッシュアップを
図る

単元案及び指導案のダウンロードはこちらを
クリック

○ 学習者の新たな気付きや変容

提示した
スライドの例

【学習者の声】
・ゲストの方々が鋭い意見をくれたので、自分の意見

について改めて深く考えることができた。
・自分の意見を、簡単な例も交えながら、的確に伝え

られるようになりたい。
・やり取りがスムーズにできなかったり、質問にすぐ

答えられなかったりしたので、スキルを磨きたい。

取組の効果

• ICTの活用により、時間的、空間的な制約を超えて、英語話者とのリア
ルなコミュニケーションの場を設定することが可能になった。

• 多様な背景をもつ英語話者とのコミュニケーションを通して、学習
者の英語学習へのモチベーションを一層高めるとともに、多様な見
方、考え方に触れながら、深い学びを促進することができた。

○ 非同期的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

【学習者が投稿した内容】
Open-mindedness
Because if didn’t have it, we would begin a war. Keeping the peace is the 
greatest happiness. I think it is the most important thing.
【海外の高校生からのコメント】

This is true, open-mindedness is important for learning and leadership.

○ 「発表」✕「やり取り」

・学習者は一人で問題を解決するための能力より、多くの人材をまとめて個人の能力を引
き出し、問題を解決する能力の方が大事だと考えるようになった。

・周りの人から良いリーダーだと思われる基準は人それぞれだが、みんなの意見で共通し
ているのは「自分の考えを持っている」ことだと気付く学習者がいた。

・学習者は決定力が大切だと思っていたが、みんなの意見を取り入れる柔軟性も同様に大
切だと思うようになった。

(写真）

海外の高校生からのコメントから新たな気付きを得ることができる。

オンラインで交流する様子

https://leadingdxschool.mext.go.jp/files/2024/12/%E3%80%90%E5%A4%96%E5%9B%BD%E8%AA%9E%E3%80%91%E6%8C%87%E5%B0%8E%E6%A1%88%E3%83%BB%E5%8D%98%E5%85%83%E6%A1%88.pdf
https://leadingdxschool.mext.go.jp/files/2024/12/%E3%80%90%E5%A4%96%E5%9B%BD%E8%AA%9E%E3%80%91%E6%8C%87%E5%B0%8E%E6%A1%88%E3%83%BB%E5%8D%98%E5%85%83%E6%A1%88.pdf


【取組内容】 管内の高等学校との協働によるICTを活用した授業モデルの創出と横展開

北海道帯広柏葉高等学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

ICTを効果的に活用した授業モデルの創出と横展開をねらいとして、本校と近隣高等学校の教員とで結成した授業創出チームが、
授業での効果的なICT活用について検討と実践を重ね、管内の教職員を対象とした「十勝ICTサミット」において、１人１台端末
とクラウドや、生成AIを活用した授業を公開し、研究発表や研究協議を行うなど、共同実践の成果を発信した。

Action③ 授業モデルの創出に向けた取組

Action② キック・オフ会議の開催

結成した５つのチー
ム合同で、キックオフ
会議を実施し、チーム
結成の目的やゴールイ
メージ、取組内容や方
法等を共有・確認

〔取組方法〕
・チーム員間の連絡や日常の授業実践交流は、
コミュニケーションソフトウェアやオンライン学習
システムを活用

・チームミーティング（指導案検討や研究協議会
での授業解説等）は、WEB会議システムを活用

ま
と
め
・
表
現

十勝ICTサミット（第２回：12月）での授業公開に
向け、十勝ICT推進プロジェクトのメンバーを中心
に、道立・私立高等学校の教員と北海道教育委員会指
導主事で授業創出チームを結成

Action① 授業創出チームの結成

・端末とｸﾗｳﾄﾞの活用：２チーム（地歴公民・外国語）
・生 成 A Iの 活 用 ：３チーム（国語・理科・芸術）

＊十勝ICT推進プロジェクト
令和４年度、十勝管内の全校種の学校で構成

＊十勝ICTサミット
年間複数回、管内の教職員が集合し、ICT活用に係る情報
交換等を実施

〔オンライン授業検討会〕
チーム員で収集・共有した情報を整理し、ICT等

の活用を検討しながら、授業公開に向けた指導案検
討を複数回実施

〔チームミーティング〕
サミットでの授業者が単元構想を説明し、チーム員で自身の実践や参考となる先

行事例等を共有した上で、ICTや生成AIの効果的な活用場面・方法等について検討

〔第１回十勝ICTサミット〕
学校DX戦略アドバイザーの講演や各校種の教職員に

よるパネルディスカッション、協議等で、ICT活用に係
る課題や改善策等の情報を収集

〔LDXスクール事業指定校主催の研修への参加〕
授業参観や授業解説を通じて、ICTの効果的な活用に

係る情報を収集

〔第２回十勝ICTサミット（兼LDXスクール事業指定校成果報告会）〕
チームで創出した個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実・生成AIを活用した授業モデルを公開
し、研究協議で授業で育成を目指す資質・能力やICT及
び生成AI活用の意図などについて解説

管内教職員のICTを
効果的な活用した
授業に対する意識
の高まり

学習者は課題解決に向けて
自己調整を図りながら思考
し、他者と協働して考えを
整理・表現

授業モデル
検討・実践

公開授業
授業解説

成果

情
報
収
集
・
共
有

整
理
・
分
析

※授業概要：様式Ⅰ-１・３、様式Ⅲ-B２・３・４参照



十勝ICTサミット＊

【取組内容】 地域のICT活用を推進

北海道帯広柏葉高等学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

日常的な情報交換放課後研修会 成果等 ～横・縦のつながりの強化～

ICTを活用し地域全体でつながるシステムを構築
したことにより、学校間の授業実践や校務DXの情
報、成功事例や課題等が迅速に共有され、管内の
学校の取組推進につながった。

今後も継続的な情報交換を通して、各校の特色
を生かした授業実践を共有し取組の充実を図ると
ともに、ICTサミットや研修会など、様々な場面を
捉えて情報を発信し、教員間の連携を深めながら、
学習者の多様な学びの機会を創出していく。

教員の声
・チャットで気軽に相談や連絡ができたこ
とで、情報交換がスムーズに行えた。

・普段の関係性が、サミットの運営等にも
生き、円滑に運営を行うことができた。

十勝管内（地域）全ての学校（小学校・中学校・高等学校・特別支援学校）におけるICTを活用した授業改善や校務DXの
推進に向けて、十勝ICTサミット等においてリーディングDXスクール事業の実践等を積極的に発信し、情報を共有した。

＊十勝管内では、全
校種の学校で構成
する「十勝ICT推
進プロジェクト」
を発足し、情報交
換等を行う「十勝
ICTサミット」を
年間複数回実施

第１回 第２回

・基調講演：学校DX戦略アドバイザー 平井 聡一郎  氏
                        による講演（ICTが学びを深める可能性と今後の課題）

・実践発表：リーディングDXスクール事業指定校による
授業改善の取組

・ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：各学校種のICT担当者等と平井氏による
ディスカッション

基調講演 実践発表 パネルディスカッション

ICTを活用した好事例やICT活用に関する課題及び解決
策等を共有

１人１台端末とクラウド環境を活用した授業実践や生
成AIを活用した授業実践を公開

研究授業の公開

資料配布や研究協議では、ホワイト
ボードアプリを使用

・研究発表：学校における授業改善の取組について

・研究授業：国語、外国語、芸術、地歴公民、理科

・講 演：学校DX戦略アドバイザー 佐藤 和紀 氏
による講演（今、求められる授業）

・研究協議：授業者による授業解説、授業参観や講演内
容を踏まえた研究仮説の検証

・短時間（30分）

で、任意参加と
した地域研修会
を複数回実施

・内容はクラウド
アプリの使用方
法や生成AI等、
教員のニーズに
応じて実施

チャットやオ
ンライン会議シ
ステムを活用し、
管内の教員同士
で日常的に授業
改善や校務DXに
関する情報を交
換できる環境を
整備


